
昭和万葉集の指導に関する実践的研究

岡  田  貞 義

1 主題の設定まで

｛ll ・般教育1文学」を単に概論的な内容とせず、講義と演習を並進させながらその理解を

 図るために現代短歌を1こ体とした作品の読解・批評あるいは鑑賞を深め、感動のありか

  を探り、～(学表現び)もつリズム・余情更には緊迫性について触れていくことにした

  試みとしての講義・演習ではあるが、実践的研究の対象として現代短歌に焦点をしぼる

  こととし、各llliからの検討のうえ昭和万葉集を選んだ。

｛211現代短歌の心を」3↓代人の感覚で理解させるのは自明としても、さかのぼって関連のある

 万葉集・占今利歌集及び新古今和歌集などの研究をも進めることによって、歌の心を広げ

 ていきたいと. 彦え、そのつど古典和歌を示すこととした、

｛31文学のなかでも一般的にはなじみの薄い領域であると言えようが、昭和万葉集は多数の

 参ljll作品を包含し、 I I常身辺の生活詠がほとんどをiめているところがら、簡潔な表現に

  にじむ人間性を把握し、力強い生き方を学習するには最適であると思う。

(・1)llli和万葉集の研究蓄1｝＝をいまだ手にする機会がなく、わずかに島川修二・岡井 1監の両氏

  が「昭和万葉集秀歌の一一｛三｝」の各巻末に述べている解説を参考にするほかはない。

  昭｛11万ll'1集20巻をliO読・研究することは講1幾ll芋間として到底不可能であり、秀歌｛三)に収

  められた「四季・ド1然」のうt 90 IYiをあらかじめ選歌し、私自身の学的研究としてどこま

  で迫り得るか、同時にこの素材を学習者にどの程度埋解させ得るか、その弓馬をみようと

  して出発したのか木研究における主題設定の理由であるg

｛5)llll和万葉集には、これがIWfされた当ll与・から関心をいだいて全巻を揃えたが、ひとつに

  は拙作の「汲みて弔し清水を口に移すときかすか笑みたり乳房病む妻は(巻十二)」が収載

  されているのを後に知ったことも、愛着を深くする契機となり、このたびの研究の動機と

  なったと言えるL

2 指導の過程

｛1｝本学一一一年の家政科家政専攻・食物栄養導攻の全員、肖楽科で選択した者にテキストとし

  て「昭和万葉集秀歌1:一宏1」を所持させたb

   「昭和万磨集秀歌」1よ三部｛1三であり、戦争と人間、相聞と挽歌、囚季・自然と分illl・ cこなつ

  ているが、姐歌人門の素材に適切な「llし1季・lll然」をテキス1・に決め、週1回8-9首を

一 613 一一



 対象に指導計画を立てた。

(2)指名読(輪爵)で2 lt」1続けて続ませ、簡易な発問ののち、七四・鑑賞という単恥巨な流れ

 を繰り返したのも、現代劒歌になれさせることに三U恨を置いたからである. 

  集録されている作llll群のなかの、いわゆる署名な｛乍Illllについては、他の著1｛1などに例歌

 として引用され短評まてJJUえてあるため研究の. r一がかりもあるか、全作品について注釈し

 た研究香は見当たらず、そのうえ私自身の理解程度の危うさ・もろさがそのまま自信のな

 い講義となってしまうことへのおそれもあり、このテキストを指定したものの最初はかな

 り心理rl勺負担を背‘ド1うはめにもなった、

  ただ一つの力途として、これまで実作をかさねてきたlll分白身の経験を土台に、…首ず

 つたんねんに解きほぐすことにしたか、時問の経過とともにしだいに自信がもてるように

 なった、

(3)指名読の場合に留意した点は、リズムをくずさない読み方、つまり5・7・5・7・7

 をふまえた区切りを意識すること、句割れや句またがりのある歌はその意味を分断させな

 いことなどである。

  また、文語発想であることから歴史的かなつかい(1日かなつかい)をノ乏記の原則にして

 おり、「思はむ」は「オモワン」、「つたふ」は「ツトウ」と現代謡ll音で詔己むのが通例であ

 ることなどを指摘し指導した。

(4)簡易な発問の数例を次にあげることにするt. 

・春さむき梅の疎林をゆく鶴のたかくあゆみて枝をくぐらず……「梅の」「鶴の」の「の」

 の用法の違いを言え。

・春や来し春来るらし鶯の来鳴くあしたは心ときめく……「らし. . 1は根拠のある推定とilわ

 れるが、どのような状態を、なにによって推定しているのか。

 「あした」とはいつを指すのか。

・薄紙のrliに蛍を光らせてたからのごとく子は持ちまはる……・. ∫・どもが蛍をどんなに大切に

 しているかを. 表現した部分はどこか. t

・夕立の爾うちふれり庭のへにひとつの蝉の喘ぎとほるこゑ……結句の1トめ方で気づくこと

 はないか、またその効果を考えよ、、

・月あかり水脈引く雲の波だらて夜空はすずし水のごと兄ゆ……この歌の技巧について説明

 せよ、

・雪解の水たまりある歩道にてみつにかすかの塵うごきをり……変化に敏感な目はなにをと

 らえているか

｛5｝上に掲げた例には難易とりまぜての発問内容があるが、体言止めを含む表現技巧にまで

 触れるのは人門時点では抵抗が人きく、これらの場合は、問題提示として注意を喚起する
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程度にとどめようという意図があった。このほか設問として提示したものは次の十志下が

あり、学㍉？1者の思考・考察の時間を設けたのち、指導のヒントを与えることにした。

・蛇口よりしたたる水を飲みにくる蜂ありて暑き「1照りのつづく……「暑きU照り」を具象

化している表」児を指摘・tよよ。

・秋彼岸すぎて今口ふるさむき雨直なる爾は芝生に沈む……的確な写実をしているのはどの

部分か

・いささかの希みを有ちて来む春を待つと障子も今日貼りかへぬ……「来む春」とはどうい

 う意:li＊カ・。

・トラックにたがひちがひに乗せられし'トが静かにわれを見下す……「静かにわれを見下す」

牛をどんなに感じているのか。

・咲さ満つる一t樹の梅の1'1妙に匂ふばかりのよろこびありぬ……「匂ふばかりのよろこび」

とはどんなよろこびかQ

・ふるさとの盆も今夜はすみぬらむあはれ様々に人は過ぎにし……なにを「あはれ」と感じ

 とっているのか. 

・夕日かげかげりし原によごれたる11u'f:一ひとつ居て風に吹かるる……この歌はどんな感じを

ただよわせているか

・そよぎ立つ青葉が中の鳥の声なきやめはまた坂のぼりゆく……この一首から感じられる気

分を. 言え、

・くれなみのトマトを愛しむ夕の旧いのち鮮やかに生きてゆきたし……「いのち鮮やかに」

生きてゆきたいという願いを象徴するものはなにか。

・わがこころなににさわぐと1:j二めばゆれたるごとし蓮の白花……「さわぐ. 」心はなにに投影

 されているのか、

・つみあげし漬菜の上に降るi11jのたそがれ行けばみぞれとなりぬ……気節感のよく幽ている

表現を言え、

・澄みとほる朝の［1射に下畑の氷柱かがやき葱の秀は燃ゆ……「葱の秀」か燃えるとはどう

 v・う1意1峠こカ・D

・春昼の光くまなき磯の岩かもめ飛ぶときかげ県く過ぐ……「かもめ」の生き生きした姿を

 どう表」見しているかu

・身の透けて心あらはになるごとき秋の口向の白きに遊ぶ……「秋のH向の戴き」を順序を

 罵れ替え普通の形にせよi. t「秋の［1向Jは事実1'1いのか。

・lh鳩は. 1を育つるか鳴き交す声低けれど谷にひびけり……いのちある者の強さはどこに示

 されているか

・吾にはげしき夏くる兆しノラ薬の花芯に細きくれなみ見ゆる……「兆し」は何に見えてくる
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 のか

・身に近く寄る蜻蛉みて翅おとのさだかに親し導通の上……図面SCな感覚でとらえた部分はど

 こか。

(6〕:現代短歌は、その一蒔び)声調をこわさぬように繰り返し読むことを通じて感動を受けと

 める、これに尽きると言えるが、やはり言語を媒体とする表現であれば、一・語. 一か日理解、

 表現構成の分折、描写された情景の把握などの過程を軍重しなくてはならない。

  まして出門期における受講という立場の学習者に対しては的確な口語訳を授！チする必

 要性が大きいことを否定できない

  現代短歌は、古典和歌と異なり表現の語意的抵抗か少ないだけに、改めて現代語IJ｛とな

 るとかえって古典和歌より難渋を極める場合もしばしばある

・春かすみいよよ濃くなる真昼問のなにも見えねば大和と思へ(前川佐・)ミ雄)

  この一一・首は、奈良に生まれた作者が上京ののち、父が死去したため奈良に帰郷し詠んだ

 歌島田修二1氏は1'春のかすみがこめてますます濃くなるものだから、周囲は何も見えな

 くなった。何も見えないからこそ、ああ大和にいるんだな、と思えばよいtt」という意味

 たと述べている。

  「なにも見えねば大和と思へ」の表現をどう理解するか、そこにこの歌に迫り得るか否

 かのポイントがある。そのため、初心呂'に埋解させる適切な語訳はないものか、いやあえ

 てていねいな1-1詔訳を試みることは真意をそこなうおそれかある、とさまざよな意見と反

 論が交錯するのである。

  一続して理解ができるラインにまで到達していない、それどころかスタート地点から誘

 導しなければならない学習者への配慮をどう具休的な現代語言｝くで対応すべきなのか。

  「春がすみか立ちこめてますます濃くなっていく真昼問、なにものも見えなくなったが、

 自分のいるここはふるさと大和の国にちがいない、いやまぎれもなく大和の国だ、」とfll

 者か作者自身に納得させ、愛着をより深めさせている、それが「大和と思へ」という強い

 調子になったと説明するのは無理なのであろうか。

・牲丹花に車ひびかふ春まひる風塵のなかにわれも思はむ(北原rl秋)

  作者が一【1年老いたillli親を慰めるため牡丹園に遊んだ時の作品。宮柊1氏は「園の1咲い

 ている牡丹に、11外をbtく車のとどろきが絶えずひびいている伶のH中である、ああ、そ

 れにしても近代の騒1:1'を花に受けながら、充ち足り1咲きたりている牡11・花のなんという美

 しさ不思議さ、カー一一一春ぼこりの中に、ン1ちなからそのよってくるところをつくづくと私も

 思うのだ。. 1と意釈しているが、そのあと1一われも思はむ」の助詞「もjは並列をあらわ

 すから、われよりほかにあるものは、4:1二丹花か堤開している詩のlll堺である、その詩のlll」

 界に感動し「われも」と言った、と述べており. 深い読みとりであるだけになんら. 補説の
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 要なく、歌人宮柊二の直入力に感嘆させジ)れる。

  この…首は「われも思はむ1という観念的内容をどう理解するかにポイントかあると言

 える。1一抽象的な表現では、ウるが、強くゆさぶられている作者の心が感得できるのではな

 いか。」と私の鑑賞ノートは結んでいる/. 、

(7｝指名読、現代語訳と進み、次は鑑賞び)段階となる。

  この段階では古語、文法修辞などのIしとして言詔1111と、感覚、イメージ、真実などを

 さぐる心情而との1illji愈iから迫っていくこととし、昭和万葉集以外の女人短. 歌や古典和歌な

 ども広く引川して短歌の砿充を図っていった、

・春や来し春来るらし鶯の来鳴くあしたは心ときめく

  ここでは「うちなびく春来たるらしlllのまの遠き木ぬれの咲きゆく見れば(万葉集八・

 1・122)jや「この川にもみぢ葉肥る奥lllの雪消の水ぞ今まさるらし〔古今和歌集・冬・320)」

 をり1潤し、助動詞「らし」を理埆￥させるための資料とした。

・白菊はただつつましき花ながら月のてらせばたけたかくみゆ

  「なから」の接続関係を明確にさせるために、古今和歌集・春下・75の歌「桜散る花の

 所は春なから雷ぞ降りつつ消えがてにする」の一首も参考にし、逆接の接続機能を学習さ

 せた

 兄島を凹き囲み行けばちちのみの父島見えつ朝明の海に

・あらがねの土に. 徊・1・1ふりしづみ色あたらしき片栗の. 化

  この. ■1'における「らtJのみの」「あらがねの」の枕詞がどのように生かされているか、

 語調のうえからと語意との関わりの両面で理1解させていったt. 、

・流れくる吹霜に真向くしまらくは鶏もまなご則ちて仔ちみつ

  ふぶきに立ち向かう鶏の姿、「しまらくは」「まなこ捌ぢて」耐えているさまを愛情こめ

 て描いている。1藻の化のゆらぐとみればいつの1」も創もつ魚の遅れて泳ぐ(女人三門)」

 の・ ・IViに注がれた口に通うものがありはしないか、懸命に生きようとするものの強さに打

 たれるのである、とこの歌の短評をまとめた、、

・111すそにわきつぐいつみ村びとは石をたたみて清くたもてり

  この一一・首は、村ぴとの飾り気のなさか清らかな「いつみ」にll乎応しているか、「ものい

 はぬやさしさにみらて降る雪は知りたき駅の名も埋めたる｛女人歌抄)」にみる「やさしさ」

 にも似た釧やかな人情を感じる、拙作の「もの胃はぬゆゑにいとほし前肢を挙げすがりく

 るたの目の澄む」も、「いつみ」「降る雪」と同様の「もの書はぬ」ものから受ける感動に

 支えられているのである。

・111鳩は子を育つるか鳴き交す声低けれど谷にひびけり

・巣立ちしていまた日たたぬせきれいも有るか無きかの尾を振るあはれ
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  この二首は改めて現代語訳するまでもない内容だが、ここに歌われている「いのち」の

 「あはれ」を感じとりたい。「巣立ち」してやがて「子を育て」る一…生のあゆみは人間II卜

界と同じ、ならば「桜ばないのち一ぱい咲くからに生命をかけてわが眺めたり」の作者岡

本かの子の生き方に共鳴できるのではないか。

・トラックにたがひらがひに乗せられし牛が静かにわれを見下す

・かへり行く先も橿にて芸終へし5一門どもはゆるく歩めり

 みずからのゆくえを知ってか知らでか、「静かに」「ゆるく」動きを見せる生き物を淡淡

 と写実し、深い思いを潜めているが. 読:渚はこの歌から、心に切り込んでくる痛みを感じ

ることはないだろうか。

・身の透けて心あらはになるごとき秋の［向の白きに遊ぶ

・くらがりに潮の. 香はこぶ風ありて風の彼方の遠き潮騒

  「色1をどのようにとらえるか、それは感性や感覚の鋭敏さいかんにかかってくるが、

事実そのままの「色」ではなくて、透明であるはずの秋の1. 1を「1'1き」色とみることは誤

りなのかどうか。ここにその感覚的表現の芸術的真であると認められるかどうかの問題が

生じてくるtあくまでも事実を超えた真実として訴える「白き」色でなければならない

短歌における虚実を理解させるのに最li童の素材と. 考える、

  「潮騒」は「香」と「音」で作. 者の心にひびいてくる、tlくらがり. 1では三三の機龍す

る余地はないが、この鋭さはからだ全休が感覚的に作川し生まれてくる、そして. t「遠き

潮騒」の体言止めによって無限1こイメージが広がるのである1「II笈きあふれ散りあふれつ

っとどまらぬ一木さびしきわれのlll茶花(女人歌抄)」「磯の. 香の洗ひて落ちぬ髪もてば朝

さはやかに海にある思慕(！・)」の「われのlli茶花J「海にある思慕」からも余情はあふれ

lllる。さびしい思いに包まれるわれ、淡くやさしい心のひだの波打つわたしをちりばめ

ていくロマンを1味わわせたい。

3 指導の結果

(1〕単調な講義・演習0)連続ではあったが、四月以来の一応の結果をまとめてみたいと考え、

 一方では、九月が「文学」閉講という教宥課程のしめくくり段階てあることからも、これ

  まで選択し吟味してきた短歌のみでなく、lll｛｛ll万葉集秀:拠う1こ収栽されている作lll151すべて

 のなかから1首を選び、感想文形式で原稿川紙1枚尋‘i渡の内容にし提川させることとした、、

  1週間の余裕ではあったか全員の提出があり指導者にとfて、果たしてどこまで現代短

 歌に親近感をいだかせ得たかの評価を受ける機会となるだけに、不安と川待がこもごも寄

 せてくる思いであった、

 ・日常生活に密若している歌
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・生活感情のにじみ川ている歌

・HJIるく心をかき立てる歌

・人樹帯に満ちている歌

・生きる意欲をそそる歌

・前かに白己をかえりみる歌

・困難に立ち向かう強さを訴える歌

・さわやかな季節感のただよう歌

・確かなllを感じさせる歌

  昭和万葉集秀歌｛三｝は、四季余情・1」月残照・四季屏風・1〕然讃歌・四季有情・自然風

 景・川李残影・lll水)91V-1・春夏秋冬・自然風光に分類されているか、 f乍品内容からみれば

 さまざまな「'し」が織り込まれており、このような分類には絶大な努ノ」かそそかれたこと

 と察するt;. 

〔2〕家政イ:1・・音楽科を通じて受講者が取り土げた三三は、埋解しやすく切実感のある歌が多

 ←〈. 予測したとおりであった。

  ここで感想を寄せた受講生数の多い順にあげてみたい。

・トラックにたがひちかひに乗せられし牛が静かにわれを見下す(馬場園枝)

・配給の餅かぞへて母のなさ四たりの子らに多く割り当つ(≠r野秀雄)

・くれなみのトマトを愛しむ夕の車いのち鮮やかに生きてゆきたし(横lll口出時)

・春や来しVM5るらし鶯の斗凹くあしたは心ときめく晒r11幾多郎)

・蛇IIよりしたたる水を飲みにくる蜂ありて掃きH照りのつづく ql｛lll益嗣)

・薄紙の中に蛍を光らせてたからのことく子は持ちまはる(小m清一)

・月あかり水脈引く雲の波だちて夜空はすずし水のごと見ゆ(北原白秋)

・真焼野の山田の畔を一人行けば青き麦萌ゆ生命ひた燃ゆ1大岡 信)

・巣立ちしていまだ日たたぬせきれいも有るか無きかの尾を振るあはれ(棚馬旧風)

・うつつにしも0)の思ひを遂ぐること春の彼岸に降れる白雲(斎藤茂古)

・白菊はただつつましき花なからllのてらせばたけたかくみゆ〔橋川東声)

・ひっそりと白きとむらひ行きにける枯野に淡く雪降りそめつ(永井 隆)

・あたたかき春の口あびて丘に立ち国やぶれをしばし忘れつ(石井柏亭)

そよき立つ青葉が中の鳥の声なきやめばまた坂のほPりゆく(土屋文明)

・忘れるしものの心地にtt;tちて聴く夕1」の丘のかなかなの声(太田青丘)

・澄みとほる朝の1・1射に新畑の氷柱かかやき葱の秀は燃ゆ(岩間正男)

・流れくる吹雪に真向くしまらくは鶏もまなこ閉ぢて栓ちみつ(木俣 修〉

・いささかの囲みを有ちて来む春を待つと障子も今1. 1貼りかへぬ(田村絞子)
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・くらがりに潮の香はこぶ風ありて風の彼方の遠き潮勝(森岡 正)

・山鳩は子を育つるか鳴き交す声低けれど谷にひびけりG上 克己)

・咲き満つる一樹の梅の白妙に匂ふばかりのよろこびありぬ(安川章生｝

(3)上記の作品は2名以上が選んだ歌のすべてである。いずれの作品に関しても、講義のな

 かて評価について先入意識を与えるような解説や鑑賞はしていないので、受講生自身の判

 断により、各作品の読解、生活の体験・感情を通じてすなおに選んだと言えるそれだけ

 に歌人の有名無名にかかわりなく、白由な選択ll艮でti｛tViのみに視点を集中しており、指導

 してきた私白身にとっても、快い刺激となり反省の機会となった・、

  次に一編の感想を掲げることにする、

  「トラックにたがひちかひに乗せられし牛が静かにわれを見下す」

・瞥、子どものころ見たあの牛た. ちのかなしそうな姿がこの歌とともによみがえってくる. 

この牛たちは、自らの運命をさとってか、トラックから降りると、そこから動こうとしない

という話を開いたことがある。たがいちがいに中ン｝ている牛たちの夫梢は静. かでほあるか、

なにかを訴えているように作者には思えたにちがいない、

・ごく普通の惰景を詠んでお1)、言葉も平易だが、歌われている牛のさびしそうなllに感動

した。すでに私は第三者ではなく、私白身か牛から見下ろされているように感じられてくる

のだ。共感したと言ってもよい

・私の母校は農業高校、牛が数頭飼われていた暇な時など牛を見にいくと、舌葉などかけ

なくても近寄ってくるT'/その牛も、ある1」トラックに乗せられてどこかへlf・二t: '、牛のllけ

濡れているようだった。この歌からもあざやかに場1111がうかんでくる。それほどに実感がこ

もっていると思う。

  「配給の餅かぞへて母のなき四たりの子らに多く割り当つ」

・戦争中の事であるが、誰もみんな食べる物に困っているのに、母のいない四人のj'どもに

配給の餅を多く割り当てたという思いやりに心を打たれた. . t

・母親かいないさびしさのなかで正月を迎えても、悲しいだけのllを過ごす四人の1ども、

正J］餅を他よt'♪多くして、母のいない暗い思いを少しでも明るくしたい、という心のやさし

さが伝わってくる。

  「くれなみのトマトを愛しむ夕の闘いのち鮮やかに生きてゆきたし」

・昭和万葉集秀歌をめくっていると、いつもこの歌がllに人ってくる、1'トマト」という言

葉からの連想が強烈だからである。最初、この歌から作者は病床にある人かなと思ったが、

二度三度繰り返し読むうちに、毎［i平凡に暮らしているので1'1分の命をたぎらすような生き

方をしていきたい、と肖分に言いきかせているのではないかと感じるようにな')た. t

・季節のない温室育ちのトマトでさえ小さな命を感じる。太陽の恵みを直接受けた天然のト
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 マトを夕食のテーブルに置いたとき、みずみずしい生命の躍動に心さわがずにはおれない。

 「私もトマトも生きている」そう思うのだ. 

  「薄紙の中に蛍を光らせてたからのごとく予は持ちまはる. 1

 ほしくてしかたなかった蛍が、今rl分の手の中にある。うれしくってたまらない気持ちをだ

れかに聞いてもらいたい。持ちまわっている子どもの気持ちが、白分の幼いころの思い出とか

さなって思わず笑みももれてくることた、. 

・得意満面の子どもの姿が率直に表されていて、ほのぼのとした思いに包まれる。きらきらと

美しい蛍、その蛍は子どもにとっては光る宝なのだと思う。

  「月あかり水脈引く雲の波立ちて夜空はすずし水のごと見ゆ1

・この歌を授掌ではじめて聞いたとき身近な情llミをなんと美しく描写していることだと感動

した。季節は夏の終わりで、旅先のlllの旅館であろう、ひとり物思いにふけっていて、ふと見

土げた空J-1光に照らしllSされたひとすじの雲が涼しそうに流れているという情景を詠んだも

のと思うか、この歌のかもすふんい気に心ひかれる、

・夏の夜空は美しい. 月の光もあやしく、幻想をかき立てるように照らしている。その光が窓

からさし込んでくると. 自分のまわりに異次元のlll堺が出現するような不思議な気持ちになっ

てしまう. 

  「いささかの希みを有らて来む春を待つと障子も今LI貼りかへぬ」

・作招よささやかな希望をやがて来る春に託し、障子も貼りかえて待つという、楽しい気持

ちを詠んでいる、そのあたたかさと掌福感にあやかることがてきそうな思いさえする。

・希望に渦ちあふれている感じ、春の訪れが一足早く感じられる。

4 終わりに

  「lliMll万葉集秀歌」の脚注を研究の手がかりに作品の全容に触れ、現代短歌に詠まれてい

 る人生に感動を求めようと努力し、1・1'能なかぎりの客観的評釈を試みてきたがあるいは主

観的理解にとどまっていたかもしれず、今後引き続き研さんをかさねていきたい。

 演習ノ∫式を導目したものの、講嚢主流とならざるをえない現状から方法論においてlll榿す

 る課題を実践を通して究明することも重要だと考えている、j

 一般教育「文学」について、内容を概観するよりも領域を限定して指導することに主軸を

置いて展開してきたが、受講生の喫しな取り組みに激励される［々によって、充実した2単

位を終えることができた。

 発展的な学習として手頃実作も考えられたかなによりも多数の作品に触れることを優先

させるべきだと思い、もし心ある者の積極的lll渤の中し出があれば実作への手ほどきもして

みたい、という範囲にとどまっているところであるtl
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 更に、文語発想特;有の簡潔M三、緊迫性を生かした文章表現にまで進むならば、嘗くこと、

作ることへの興味・関心の深化に伴い、その素地となる現代短llllこについての理解・鑑賞力が

高まり、感受性豊かな人生がひらけてゆくに違いないと思う。
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